


令和 2 年 9 月吉日 

（公社）神奈川県鍼灸師会 会長  清水 慎司 

副会長（学術統括） 藤田 洋輔 

学術部長  大屋 朗  
 

（公社）神奈川県鍼灸師会 

 令和 2 年度 新人研修および第 1 回 学術講習会のご案内  

 

＜令和 2 年度の新人研修・第一回学術講習会は東洋医学特集です＞ 

 

さて、本年度も新人研修を行います！（通算 3 回目） 

新人研修では若手鍼灸師が知るべき知見を、その領域の若手メンターよりご教授いただく内容となります。も

ちろんベテランの先生にも新たな知見が広がると思います。 

また、本新人研修の後には、テーマを同じとした学術講習会も開催いたします。学術講習会では、同領域にお

ける第 1 線の専門家より、専門性の高い知見をご教授いただきます。 

新人研修と学術講習会を合わせて受講されることで、その専門分野の知見が明るく開かれることは間違いあり

ません！是非、多くの方にご参加をいただけましたら幸いです。 

 

【開催方法】WEB 会場（使用ツール ZOOM ミーティング） 

【日時】〇新人研修： 令和 2 年 10 月 4 日（日）10：00～12：00 （WEB 上の受付 9：30 から） 

    〇学術講習会：同日 13：30～16：40（WEB 上の受付 13：00 から） 

 

【演題】〇新人研修：「学生・初学者のための東洋医学入門-東洋医学 基礎推論 自己免疫を上げよう！」 

      講師：鈴木康玄先生 （康鍼治療院院長・薬日本堂講師・鍼灸師） 

    〇学術講習会  

第一講座：「専門医レクチャー 東洋医学を用いた診察の実際」 

      講師：長瀬眞彦先生（吉祥寺中医クリニック院長・日本東方医学会会長・医師・漢方専門医） 

     第二講座：「鍼灸専門レクチャー 師匠に学んだ鍼灸臨床～人迎氣口診の臨床実践～」 

      講師：鳥谷部創治先生 

         （港町診療所付属鍼灸院院長・全日本鍼灸学会理事・古典鍼灸研究会運営委員・鍼灸師） 

     

【会費】新人研修・学術講習会はそれぞれ参加費が必要です。 

    新人研修・学術講習会（2 講座分）は共通料金です。 

   ※例：一般の方が新人研修・学術講習会を共に参加した場合→参加費 8,000 円 

   ※例：一般学生が新人研修・学術講習会を共に参加した場合→参加費 4,000 円 

 

〇会員 ：会員・学生会員 無料  

●会員外：一般 4,000 円・学生 2,000 円・日鍼会他都道府県師会員 2,000 円 

正会員の治療院スタッフの方、全日本鍼灸学会会員、3,000 円 

 ※会費種別は自己申告制です。運営から種別の確認があった場合、速やかに確認できる様にご準備下さい。 



【参加申し込み方法】  

  ・神鍼会会員  

QR コード（Google フォーム）・当会ホームページから事前参加申し込みを行ってください。 

    申し込み期間  情報解禁日～10 月 2 日（金） 

  ・神鍼会会員外 

QR コード（Google フォーム）・当会ホームページから参加申し込み後、会費を銀行振り込みにてお

支払い下さい。 

    申し込み期間  情報解禁日～10 月 1 日（木）（振り込み締め切り） 

 

・下記≪申し込み用 QR コード（Google フォーム）≫もしくは、神鍼会ホームページから申し込みお願

いいたします。 

 
 

申し込み用ＵＲＬ：https://forms.gle/LYPvYcNTgcxqW99G7 

 

【振込口座】会費は、下記の口座へ銀行振り込みにてお願いいたします。 

横浜銀行（０１３８）・関内支店（３１０）・普通預金 ６０４６１１８ 

口座名義 シャ）カナガワケンシンキュウシカイ 

※手数料は参加者負担となります。ご了承ください。 

※申し込みは、グーグルフォームによる参加申し込みと、入金の確認で完了となります。 

 会員の方は参加申し込み後、会員外の方は参加申し込みと会費お支払い後、運営からメールにて当日

の「ZOOM ミーティングURL」と「講義資料」、「Web セミナー利用手引き書」をお送りいたします。手

続きに多少のお時間を頂きますので早めのご入金にご協力ください。 

 資料につきましては必要に応じて各自印刷を事前に行っていただくようお願いいたします。 

 
 

【取得単位】①（公社）神鍼会 年間学術講習会終了要件〈1point〉（会員のみ） 

②（公財）東洋療法研修試験財団生涯研修講座〈各 2 単位〉 

③（公社）全日本鍼灸学会 認定指定研修 C 講座 午後学術講習会のみ〈各 1 単位〉 

      ※受講時ビデオ on・受講後の出席確認アンケートをもって単位認定いたします。 

※GK カードはセミナー終了後に当会にて登録作業を行います。 

※単位認定は講習前後 15 分以上の遅刻・退室により付与致しかねます。また受講状況に

より付与できない場合がございますのでご了承ください。 

 

 



《web セミナー受講上の諸注意》 

※慣れない Web セミナーとなります。不手際等によりご迷惑をおかけすることがあるかもしれません

がご了承のうえご参加いただきますようお願いいたします。 

※撮影ならびに録画・録音はお断りいたします。（申し込み時に、諸注意の同意・承諾が必要です） 

※当日使用する ZOOM ミーティングのソフトウェアをご自身が使用するデバイス（PC・タブレット・

スマートフォン）に事前インストールをお願いいたします。 

 また、インストール済みの方は最新版への更新を済ませてください。 

※当日は参加者確認に時間を要するため、準備が出来た方は早めに受付を行って頂きますよう

ご協力お願いいたします。30 分前から入室ができるよう準備いたします。 

※質問はセミナーの途中と最後にお受けいたします。主催者の指示に従って頂きますようお願い申し上

げます。 

※講習時はビデオ on、マイク off（ミュート）にご協力ください。 

※ＷＥＢセミナー会場へのセキュリティ強化と入室をスムーズに行うため、申し込み時の名前（ＩＤ）とＷ

ＥＢセミナー入室時のＩＤ、および料金振り込み時の氏名を統一して本名にてご登録いただきますようお

願いいたします。 

 

※詳細は（公社）神奈川県鍼灸師会のホームページにて「Web セミナー利用手引書」をご覧下さい 

※ご不明な点やお問い合わせは『神奈川県鍼灸師会学術部』まで 

連絡先：（公社）《神奈川県鍼灸師会 学術部 kanagawahari.study@gmail.com》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 2 年 9月吉日 

（公社）神奈川県鍼灸師会 学術部 

 

令和 2 年度 10 月 4 日（日） 

神鍼会 新人研修・第 1 回学術講習会 

 

 

 

 

謹啓 会員皆様におかれましては新型コロナウイルスの影響で大変な状況かと思われます。 

しかし、学びの歩は止めずこの状況下でも我々鍼灸師ができることを学んでいきましょう。 

 さて本年度も恒例の新人研修を開催致します。今回のテーマは「東洋医学」についてです。 

鍼灸医学は東西両医学を用いた点が特徴であり、身体を大きく捉え変化を促す東洋医学、病態を見極めリ

スク管理と病態に合わせた症状の軽減や機能の変化に貢献する西洋医学、共に鍼灸の神髄です。 

今回は東洋医学に焦点を当て、新人にも分かりやすい東洋医学証推論、医師の診たてや漢方の知見、第 1

線で活躍されてきたベテラン鍼灸師の臨床の実際と、東洋医学の基礎から応用まで奥行きの広い学びが得ら

れると思います。是非ご参加いただけましたら幸いです 

 

【新人研修】「東洋医学って難しいなぁ」、「何か哲学っぽくない？」「臨床に活かせるの？」と感じている 

学生や卒後間もない皆さん！ なんでも最初の 1歩は難しいもの、分からないものです。 

今回はそんな皆さんに、まずは最初の 1歩として東洋医学で考える（推論）ことを体感していきたいと

思います。その先に「患者さんに向き合うやりがい」が待っている事は間違いありません！ 

もちろん、ベテラン鍼灸師の皆さんも、違う推論を感じていただき新たな発見に繋げていただければ幸

いです。 

 

【学術講習会】 

第 1講座：今回の第 1講座は長瀬眞彦先生にご講義いただきます。長瀬先生は日本の漢方、中国の中医学、

両方に精通され、日本東方医学会の会長もなされている、東洋医学に精通された先生となります。 

長瀬先生より、漢方医の身体の診方をご教授いただきます。その事により漢方専門医の先生方の考えの

理解に繋がり、また、日々の身体診察に活かされる実践的な講座となります。また、漢方薬における知見

もご教授いただく予定であり、明日からの臨床や医療連携の上で充実した内容となっております。 

 

第 2 講座：続いて、当会のベテラン会員であり、全日本鍼灸学会でも長年理事をなされている鳥谷部創治

先生に実技供覧、ご講義をいただきます。古典理論に精通され、長年実践にて活かされている鳥谷部先生

の臨床は貴重な伝授の場となります。この機会に鳥谷部先生の技術を学び取りましょう！ 

 

 皆様のご参加をお待ちしております！ 

謹白 

“「東洋医学」特集”ここがみどころ！ 


